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二十歳
×

インタビュー

私たちの

リアルリアル
Morita Yutaro

森田  裕太郎
×

Yamamoto sachi
山本  彩智

Uemura Akira
上村  彰先生

今
を
全
力
で
楽
し
み
、
未
来
に
は
ば
た
け

令
和
７
年
度
に
、守
口
市
で
二
十
歳
を
迎
え
る
の
は
、男
性
６
２
２
人
、女
性
５
８
７
人
、

合
計
１
２
０
９
人
。
今
回
、
庭
窪
中
学
校
卒
業
生
の
森
田
裕
太
郎
さ
ん
と
山
本
彩
智
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
担
任
の
先
生
で
あ
っ
た
上
村
彰
先
生
も
同
席
さ
れ
、
懐
か
し
の

母
校
で
の
思
い
出
話
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
山
本
さ
ん
は
、
真
面
目
で
や
る
べ

き
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
生

徒
で
、
勉
強
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
の
両
立
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。“
つ
ら
い
時
期
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、
何
事
も
や
り
続
け
る
こ
と
が
大

事
”と
い
う
こ
と
を
学
び
、
い
や
な
こ
と
か

ら
逃
げ
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
言
い
ま
す
。

　

森
田
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
部（
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）を
個
人
的
に
立
ち
上
げ
て
、

よ
く
昼
休
み
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
今
で
も

森
田
さ
ん
を
中
心
に
当
時
の
仲
間
と
集
ま
っ

て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

上
村
先
生
は
、「
彼
は
中
心
の
発
信
者
と

し
て
、
つ
な
が
り
を
持
っ
て
ま
と
め
、
人
を

動
か
せ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
人
懐
っ
こ
さ
が
あ
り
、
１
人
で
楽
し
む
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
楽
し
い
場
を
つ
く
る

の
が
上
手
で
男
女
と
も
に
仲
が
よ
か
っ
た
３

年
５
組
。

　
中
学
３
年
生
の
と
き
は
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
自
宅
待
機
と
な
り
、
ク
ラ
ス
替

え
の
発
表
も
学
校
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
分
散
登
校
を
経
て
、
全
員
が
登
校
で
き

た
の
は
夏
ご
ろ
か
ら
で
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、
失
っ
た
時
間
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、

そ
の
時
そ
の
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。
体
育
大

会
は
学
年
ご
と
の
開
催
で
し
た
が
、
力
を
合

わ
せ
た
リ
レ
ー
な
ど
、
他
の
ク
ラ
ス
に
負
け

な
い
よ
う
に
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
久
々
の
再
会
の
二
人
で
し
た
が
、
当
時
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
上
村
先
生
と
共
に

自
然
と
話
が
弾
み
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
思
い
描
い
て
い
る
自
分
に
な
る

た
め
、
行
き
た
い
大
学
を
目
指
し
て
い
る
森

田
さ
ん
、
大
学
に
通
い
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
の
自
分
を
探
し
て

い
る
山
本
さ
ん
。

　
今
後
も
夢
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
今
を
全

力
で
楽
し
み
な
が
ら
未
来
に
つ
な
げ
ま
す
。

体育大会当日は、全身ピンクの衣装が定番だった上村先生。応援旗には上村
先生の似顔絵が描かれ、愛されキャラだったのが伺えます。この年を機にこ
の衣装は封印されたようですが、今でも旗には、上村先生が描かれる伝統は
残っています。

運動場でバスケットボールを持っ
ての一枚。当時を思い出しながら
二人でシュートをし合いました

（右）。
森田さん率いる現NBA部（上）。
年を重ねてもずっと一緒にバスケ
を続けていきたい仲間たち。

校内めぐりをしな
がら、自分たちの卒
業制作のモザイク
アートを発見（左）。
庭窪中学校創立７０
周年記念の作品に
も参加し、タイルに
漢字一文字を書き
ました（右）。

　中学校からずっとあ
る目標は「人を助ける
仕事をすること」
　自分のしたいこと、自分らし
いことは今からでもいいから始
めて！新しいことがまってい
る。５年前の自分から「頑張って
ね！応援してる！」
　５年後の自分も５年前の自分に
向けて何か言ってあげてね。

（一部抜粋）

　立志とは、将来の目 的を定めて、それを成
し遂げようと志を立て ることを意味します。
　クラスの取り組みで、 当時中学３年生の2人が
５年後の二十歳の自分に 向けて書いたものを紹
介します。

　見る前どんなことを書いていた
かの記憶が全くありませんでした。
実際見た後、「人を助ける仕事がし
たい」と書いていましたが、いまも
ほとんど変わらず「人を支えられる
ような人に」という思いを持ってい
たのであまり変わっていないなと
感じました。
　五年前の自分にはいろんなこと
があるけど楽しく過ごせているこ
とを伝えたいです。

庭中の友だちでまだ仲
のいい人はいますか？
先生になる夢は今と変

わっていませんか？
夢に近づけていますか？
行きたい大学に行けてますか？
コロナはどうですか？
賢くなっていますか？
今の生活は楽しいですか？

（一部抜粋）

　これを見て思ったのが、中学生
らしく過去の自分がテキトーで呆
れました。笑
　コロナについては、この当時、
いつ終わるのかという不安な気持
ちでいっぱいでしたが、落ち着い
た今、全員がマスクをし、緊急事
態宣言が発令され出掛けられない
期間があったなんて想像がつきま
せん。 中学時代の友達とは、今で
もよく会います。大変恵まれてい
るなとみんなに感謝しています。
これからも、いろいろな縁を大事
にしようと思います。

現在は多目的室になっている元３
年５組。教室の前の廊下の窓から
よく外を眺めていた二人。

PICK UP

立志の誓い〜  5年後の私へ〜

どんな大人になりたい？

当時の
上村先生


